
実施日：2023年2月

対象者：令和4年度卒業生（看護3年課程 3期生）

回収状況：３３部回収（３３部配布）

令和4年度　岸和田市医師会看護専門学校 卒業生アンケート結果
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① 総合的な「 知」 の基盤となる横断的な基礎知識

② 看護学における基礎的・専門的知識

③ 知的活動や社会生活において必要となる情報収集力、

論理的思考力、コミュニケーション力等の汎用的技能

④ 自己管理力、周囲（ 他者） への配慮、

倫理観、社会的責任等の態度・志向性

⑤ 獲得した 知識・ 技術・態度等を総合的に

応用する課題探求能力と問題解決力

Ⅰ．学校生活で感じた・身についたと思うことについて

5 身についた 4 どちらかというと身についた 3 どちらでもない

2 どちらかといえば身につかなかった 1 身につかなかった 0 無回答
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① 総合的な「 知」 の基盤となる横断的な基礎知識

② 看護学における基礎的・専門的知識

③ 知的活動や社会生活において必要となる情報収集力、

論理的思考力、コミュニケーション力等の汎用的技能

④ 自己管理力、周囲（ 他者） への配慮、

倫理観、社会的責任等の態度・志向性

⑤ 獲得した 知識・ 技術・態度等を総合的に

応用する 課題探求能力と問題解決力

Ⅱ．日常生活の中で、学校での学びや経験が

役に立っていると感じることについて

5 非常に役に立っている 4 役に立っている 3 どちらでもない 2 あまり役に立っていない 1 役に立っていない 0 無回答



・技術演習

・エンゼルケアの演習

・分からない

・看護展開や統合の授業での時間管理の学習などは実習を行ったりする中でとても役に立った。

・実習全てが国試のためになった！

・解剖や基礎看護の実習が国試で役に立った。

・もっと技術の練習があれば嬉しい。参考書を安く買える

・もっと余裕を持って国試の勉強の時間が欲しかった。

・身近な人が体調悪い時に対処できるようになった。

・基礎的看護

・臨床看護学や演習は役に立っている。

・役に立っていること、soapなど、アセスメント

・全ての授業が役に立っていると思うし、卒業後も役に立つと思う。

　Ⅲ．卒業後に困らないために在学中にあったらよいと思う学習内容と、
　 　　在学中の学習（科目や内容）で役に立っていることについて（自由記載）



Ⅳ－Ⅰ．『１．ある』と答えた人の理由

・人間関係。自分が実習中に地元の仲良い子達が
毎日楽しそうに生きていた時

・実習、課題、テストをしたくない時期があり、やめた
くなりました。

・実習や課題で寝られず精神的ストレスがあったた
め。

・周りの大学生を見て遊べるのがうらやましかった。

・実習記録が多く、自身のQOLが低下するから。

・他にやりたいことがいっぱいあったから。

・もう少し時間割変更とかも早く伝えてほしい。もっと
余裕をもって国試勉強をさせてほしかった。国試前
に卒業研究やテスト、看護展開をしないでほしかっ
た。３Ｆのトイレの水が流れにくいのと手洗い場の水
がでなかったりいきおいよくでるのをなおしてほし
い。生徒によって先生の態度をかえるのをやめてほ
しい

・厳しい。自分の考えを否定されたとき

・校則に縛られていたから。

・人間関係

・実習がしんどかった時やキャパオーバーになった時にや
めたいと感じていた。

・課題の多さと、実習で眠れない日々が続いたため。

・人間関係

・テストが詰め込まれていたとき。実習でつらいとき

・睡眠不足が続いた。（課題やテスト勉強が重なっ
て）

・卒業研究で。
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Ⅵ．看護師をやめたいと

思ったことがある

1 ある 2 ない 0 無回答



・教員の間で情報共有ができていない。

・国試の前は休校にしてほしい。模試を増やすのも良いなと思った

　　Ⅴ．今後の岸和田市医師会看護専門学校における教育や学生支援
　　　　 サービスをよりよいものにしていくための要望・意見（自由記載）

・就活支援があったらよかった。人をすぐアセスメントしてやる気を削ぐことをやめてほしい。教員同士で記録の書き
方とかそろえて共有してほしい。

・情報管理のためと理解はしているが、授業中など携帯電話の使用（写真を撮る）など、必要に応じてしてもよいの
ではないかと思う場面があった。※音は鳴らさないなどのルールを守った上で。

・卒論はもっと早い時期に終わらせ、最後の1ヵ月は自分のペースで国試勉強をさせてもらいたかった。学校に登校
となると、1日の勉強のリズムができているのにそれがくずれてしまう。最後の1ヵ月は自宅学習にしてほしいと思っ
た。

・1人の先生の生徒に対しての態度が気になりました。わからないことがあるから相談しているのにため息、鼻で笑
うなど教育する立場として考えてほしいです。教員同士で違う教員の悪口を言っているのも気になりました。

・模試の回数を増やす。国試の前の学校休みにする日数を増やす。模試結果下位10位をもっとはやく教える。

・他の学校に比べて校則が厳しいため、実習じゃないときは身だしなみについて学生の好みにしてあげると、よりメ
リハリもつくし、気が楽になると思う。また、勉強以外に自分の好きなことができて、勉強もがんばれる。

・教員の情報共有ができていないので、しっかりとしてほしい。

・教員同士で違うことを言っていて生徒ごとで差があったり、それでやり方が違うと言われるとどうしたらよいかわか
らなくなった。

・重複する記録は時間の無駄なので除いてもいいと思う。国試対策で先生の個々の分野の学習は、過去問を用い
てそれを解説するだけでは、家ですでにしている学習と変わらないため、あまり身につかなかったし、するならもっと
早くから取り組むべき。


